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確認コーナー解答

索 引

◆本書の特徴と使い方◆

○学習を深めるために，節ごとに次のものを掲載しています。

【節頭】学習目標，キーワード

【節末】確認コーナー（穴埋め式練習問題）

引用・参考文献（☆は，学習を深めるために最適な文献）

学習目標で学習のポイントを提示しています。キーワードを本文中で確

認しながら，目標に沿って学習を進めてください。

確認コーナーでは，学習目標を意識した問題を用意しています。理解の

不足している箇所を確認し，くり返し学習してください。確認コーナーの

解答は，巻末に掲載しています。

○下記のマークを用いて本文の補足をしています。

＊ 用語解説など本文の補足説明

本巻，本テキストでの相互参照項目

例： 第�章第�節 身体拘束と虐待（××頁）

文献参照 例： ①（←節末の文献番号を示す）××頁

！ 学習を深めるためのポイントや文献紹介

本テキストは，体系性を重視しています。関連する他の領域を相互に参

照し，振り返って学んでください。
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